
第２４回塩尻市地域公共交通会議兼第６回塩尻市地域公共交通協議会 次第 

 

日 時：令和３年６月２５日（金） 

午前１０時００分～ 

場 所：塩尻総合文化センター１Ｆ 講堂 

 

 

１ 開  会 

 

２ 委 嘱 書 交 付 

 

３ 会 長 挨 拶 

 

４  議     事 

 

（1）第１号議案  資料 No.１ 

令和２年度地域振興バスの運行状況について 

 

（2）第２号議案  資料 No.２－１～２ 

塩尻市地域公共交通計画（案）について 

 

（3）第３号議案  資料 No.３ 

  令和４年度生活交通確保維持改善計画（案）について 

 

（4）第４号議案  資料 No.４ 

地域振興バスのダイヤ改正及び経路見直し方針（案）について 

 

（5）第５号議案  資料 No.５ 

AI 活用型オンデマンドバスのるーとの有償運行計画（案）について 

 

５ そ の 他 

 

６ 閉 会 
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第１号議案 
令和２年度地域振興バスの運行状況について 

資料No.１ 
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地域振興バスの運行状況について 

運行委託料 

年度 ４条路線 ７８条路線 運行委託料 

令和元年度 72,717,319 19,750,800 92,468,119 

令和２年度 78,561,930 21,384,000 99,945,930 

増減 5,844,611 1,633,200 7,477,811 

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う行動規制により前年比27%減少、委託料750万増 

単位（人） 

単位（円） 
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地域振興バスの運行状況について 

月別の利用者を前年度と比較すると、緊急事態宣言が発令された春先が最も落ち込んでいる 

その後やや持ち直すも年度末にかけて再び利用者が減少 
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地域振興バスの運行状況について 

平成１１年度の運行開始以来の数値は以下のとおり 
単位（人） 
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地域振興バスの運行状況について 

ピーク時の平成２０年（１７万人）と比較して約７万人利用者が減少している状況 
単位（人） 



第２号議案 
塩尻市地域公共交通計画（案）について 
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資料No.２－１ 
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年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 

検討項目  

実施した 
調査等 

 

関係機関 
協議 

 

協議会・ 
交通会議 

塩尻市交通計画策定に係るスケジュール （概要版） 

市民アンケート 
調査票協議 

 サービス水準協議 
 ニーズ調査結果の共有 

 計画骨子案等協議 

庁内
会議 

第1回 
協議会 

第2回 
協議会 

第3回 
協議会 

第1回 
部会 

第2回 
部会 

第3回 
部会 

第4回 
部会 

第4回 
協議会 

第5回 
協議会 
書面 

第6回 
協議会 

計画 
公表 

交通 
会議 

本日 

学生交通需要の把握 

高校生 
アンケート調査 

市民アンケート 
調査票の設計 

 全路線ニーズの把握 
 新たな交通形態の検討 
 サービス水準の検討 

市民 
ニーズ調査 

 基本方針、目標の設定 
 実施施策の検討 
 骨子案作成 

住民意見 
交換会 パブコメ 

7/1予定 
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令和3年3月15日〜4月15日に実施したパブリックコメント後に 

追加・修正した主な箇所 

ページ 項目 追加・修正内容 

P35〜49 3.1 
上位・関連計画と 
本計画との関係 

• 関連計画の見直しに伴い、第五次総合計画に係る中期戦略、第
二次塩尻市環境基本計画、塩尻市いきいき長寿計画の内容を最
新版に修正 

P63 しー４ 
バス利用環境の整備 

• 費用対効果含めたデジタルサイネージの設置可能性を考慮した
結果、設置箇所を塩尻駅前に限定せず、バス車内設置も含め検
討したいため一部文言を修正 

• 事業イメージ写真を差し替え 
• バスのナンバリングについては令和3年10月1日〜事業開始予定 

P68 じー１ 
マイ時刻表の作成支援 

• 令和3年導入に向け塩尻市モデルとしてのデザイン（案）を作
成したため、事業イメージ写真を差し替え 

• 令和3年10月1日〜事業開始予定 
 

P80 表 6-4 
 取り組み施策における 
個別管理項目  
 

• 計画に位置付ける施策の進捗管理、効果を管理するため、各
取り組み施策ごと管理項目を設定し、その項目を導き出す調
査方法、調査頻度を記載した 

• この管理項目は毎年度年度末に開催する地域公共交通協議会
においてフィードバックする想定 

塩尻市地域公共交通計画（案）について 
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塩尻市地域公共交通計画（案）について 

計画書本編については別添参照 

計画書本編 資料Ｎo.2－2 



第３号議案 

令和４年度生活交通確保維持改善計画（案）について 
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資料No.３ 



地域公共交通確保維持事業 （陸上交通：地域内フィーダー系統補助）

地域特性や実情に応じた最適な生活交通ネットワークを確保・維持するため、幹線バス等の地域間交通ネット
ワークと密接な地域内のバス交通・デマンド交通の運行について支援

○ 補助対象事業者
一般乗合旅客自動車運送事業者、自家用有償旅客運送者
又は地域公共交通活性化再生法に基づく協議会

○ 補助対象経費
予測費用（補助対象経常費用見込額）から予測収益（経常収益見込額）を控除した額

補助内容

○ 補助率
１／２

○ 主な補助要件
・補助対象地域間バス系統を補完するものであること
又は過疎地域等の交通不便地域の移動確保を目的
とするものであること
・補助対象地域間幹線バス系統等へのアクセス機能を
有するものであること
・新たに運行又は公的支援を受けるものであること
・乗車人員が１人／１便以上であること

予測費用

補助対象
経費

欠損

＜補助対象経費算定方法＞
予測費用
（事業者のキロ当たり経常費用見込額
×系統毎の実車走行キロ）
－

予測収益

（１）補助対象地域間幹線バス系統への接続

＊地域間交通ネットワーク：黒字路線、鉄軌道（JR、大手民鉄等）も含まれるが、地域間幹線バスは、
幹線性（複数市町村間、運行頻度）が必要

接続

（２）交通不便地域

フィーダー系統（路線運行）

①過疎地域等
②交通不便地域として地方運輸局長等が指定する地域

接続

フィーダー系統（路線運行）
接続

補助対象地域間幹線バス

フィーダー系統（区域運行）

フィーダー系統
※ 専ら政令市等が運行支援を行うもの及びその運行
区域の全てが政令市等の区域内であるものは除外

接続

補助対象地域間幹線バス
［政令市等が関わる場合］ 政令市・中核市・特別区

政令市等以外の市町村

フィーダー系統（区域運行）

①過疎地域等
②交通不便地域として地方運輸局長が指定する地域

・乗車人員が１人／１便以上であること
（定時定路線型の場合に限る。）
・経常赤字が見込まれること

補助対象系統のイメージ

地域間交通ネットワーク

地域間交通ネットワーク

予測
収益

予測収益
（系統毎のキロ当たり経常収益見込額
×系統毎の実車走行キロ）
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令和４年度生活交通確保維持改善計画（案）について 

（地域内フィーダー系統確保維持計画を含む） 

 

（策定）  令和３年６月２５日      

（名称）  塩尻市地域公共交通会議     

 （代表者名）議長 塩尻市長 小口 利幸 印 

     

生活交通確保維持改善計画の名称 

 

塩尻市地域内フィーダー系統確保維持計画（令和４年度～令和６年度） 

 

１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

 

塩尻市では、民間路線バスが次々に廃止される中で、中心市街地の活性化の促進と併

せ、車を運転できない高齢者等交通弱者の移動を支援する目的で平成１１年から「塩尻

市地域振興バス」を運行し、市民のニーズに対応するため、これまで様々な変更を加え

てきた。 

現在、本市が運営するコミュニティバスは、ＪＲ塩尻駅前バス乗場を中心として、放

射状に公共施設や病院等を結ぶ９路線と中心市街地にある主要な公共施設や商業施設を

循環する１路線の１０路線で、高齢者等を中心に生活に不可欠な交通として機能してい

る。 

  北小野地区（の一部）は、ＪＲ小野駅があるものの、駅から１ｋｍ以上離れている集

落は、振興バス路線がなければ交通不便地域となっている。 

また、市街地周辺に比べ中山間地域の老年人口割合が高くなる傾向が顕著に出ており、

今後、その生活支援としての交通手段の確保・維持が重要な課題となっている。 

このため、勝弦線（市町村運営有償運送・平成２３年度をもって廃止）に替わり、交

通空白地域である北小野地区（上田、宮前、古町、勝弦）を経路に含む北小野線（平成

２４年度より運行開始）を運行することによって、公共交通空白地域の解消を図りなが

ら、効率的で持続可能な地域内交通を確保・維持するとともに、ＪＲ塩尻駅及びＪＲ小

野駅（地域間交通ネットワーク）に接続することにより、広域的な移動手段を確保する

ことを目的とする。 

２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果 

（１）事業の目標 

 

北小野線はＪＲ塩尻駅前を起点とし、北小野地区やＪＲ小野駅を経由する経路を１日

４便運行する。（平成２４年１０月から本格運行を開始） 

令和２年度事業(令和元年１０月～令和２年９月)の実績として、一便あたりの平均乗

車人数８．９人、利用者数１２，１８６人と計画に位置付けられた目標値を下回る結果

となったので、同水準の目標値として１便当たりの乗車人数１１．０人、年間利用者数

１２，９８０人を目標とする。 
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（２）事業の効果 

 

当該路線を維持することにより、交通空白地域が解消され、高齢者等の日常生活に必

要不可欠な移動手段が確保されるとともに、地域間交通ネットワークとの接続により、

広域的な移動手段が確保される。 

 

３．２．の目標を達成するために行う事業及びその実施主体 

実施事業 

・地域振興バス全路線の運行経路図及び運行時刻表の作成・配布 

 ・利用状況を分析するとともに、利用者アンケート等を参考に利便性向上につながる施 

策や運行経路、ダイヤ見直し 

 ・高齢者運転免許証自主返納支援事業による公共交通の利用促進 

 ・「塩尻市地域公共交通計画」に位置付ける取り組み施策の推進  

実施主体 

・塩尻市地域公共交通会議 

 

４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び 

運行予定者 

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱「表１」を添付 

・運行系統の概要及び運行事業者 

運行系統名 北小野線 

系統区間 （勝弦先廻り）塩尻駅前～塩尻東保育園前～勝弦詰所前～小野駅～憑

生鮮食品館前～塩尻東保育園前～塩尻駅前 

（古町先廻り）塩尻駅前～塩尻東保育園前～憑生鮮食品館前～小野駅

～勝弦詰所前～塩尻東保育園前～塩尻駅前 

便数／日 ４便 

運行事業者 アルピコタクシー（株） 

 

・運行経路図及び運行時刻表を添付 

・運行予定者 

  運行予定者であるアルピコタクシー（株）（平成２８年４月、信州アルピコタクシー

（株）と合併）は、平成２６年１０月１日にアルピコ交通（株）から当該路線を引き継

いで運行を開始したが、バス営業所、車両、乗務員等一式を引き継ぎ、過去に当該地域

を運行経路に含む路線バスを運行していたことから当該地区の地域特性（冬期間におけ

る降雪・積雪時の安全輸送や緊急時に対する代替ルートなどの道路網を熟知）に対し技

術・知識を有している。 

また、既存の塩尻市地域振興バスを運行しているため、現有車両による効率的運用が

できることや地域交通事業者の育成支援等の内容を総合的に検討し、協議会での協議を

経て決定した。 
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５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の負担者 

 

塩尻市から運行事業者への補助金額については、運賃収入及び国庫補助金を運行経費から

差し引いた差額分を負担することとしている。 

 

 

 

６．補助金の交付を受けようとする補助対象事業者の名称 

 

アルピコタクシー(株) 

 

７．補助を受けようとする手続きに係る利用状況等の継続的な測定方法 

 【活性化法法定協議会を補助対象事業者とする場合のみ】 

 

 ※該当なし 

８．別表１の補助対象事業の基準二ただし書に基づき、協議会が平日１日当たりの運

行回数が３回以上で足りると認めた系統の概要 

【地域間幹線系統のみ】 

 

※該当なし 

 

９．別表１の補助対象事業の基準ハに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村に

準ずる生活基盤が整備されている」認めた市町村の一覧 

【地域間幹線系統のみ】 

 

 ※該当なし 

 

10．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期 

及びその他特記事項 

【地域間幹線系統のみ】 

 

※該当なし 

 

11．外客来訪促進計画との整合性 

【外客来訪促進計画が策定されている場合のみ】 

 

※該当なし 
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12．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

【地域内フィーダー系統のみ】 

 

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱「表５」を添付 

 

 

 

 

 

13．車両の取得に係る目的・必要性 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよう

とする場合のみ】 

 

※該当なし 

 

 

 

14．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよう

とする場合のみ】 

（１）事業の目標 

 

 ※該当なし 

 

 

（２）事業の効果 

   

※該当なし 

 

 

15．車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者、要する費用の負担者【車両

減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする

場合のみ】 

 

 ※該当なし 
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16．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における収

支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両を活用した

利用促進策） 

【公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 

※該当なし 

17．貨客混載の導入に係る目的・必要性 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 

※該当なし 

 

18．貨客混載の導入に係る定量的な目標・効果 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

 

  ※該当なし 

 

 

（２）事業の効果 

 

※該当なし 

 

19．貨客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び負担額

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 

※該当なし 
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20．協議会の開催状況と主な議論 

第１５回 平成２９年６月２６日（平成２９年度 第１回） 

・生活交通確保維持改善計画（Ｈ３０～３２）について協議、承認 

 第１６回 平成３０年１月１０日 (平成２９年度 第２回) 

・平成２９年度事業評価について協議、承認 

第１７回 平成３０年６月１９日 (平成３０年度 第１回) 

・生活交通確保維持改善計画（Ｈ３１～３３）について協議、承認 

第１８回 平成３１年２月５日 (平成３０年度 第２回) 

・平成３０年度事業評価について協議、承認 

第１９回 令和元年６月２７日 (令和元年度 第１回) 

・生活交通確保維持改善計画（令和２年～４年）について協議、承認 

第２０回 令和２年１月２９日 (令和元年度 第２回) 

・令和元年度事業評価について協議、承認 

第２１回 令和２年６月２５日 (令和２年度 第１回) 

・生活交通確保維持改善計画（令和３年～５年）について協議、承認 

第２２回 令和２年１２月２２日 （令和２年度 第２回） 

・令和２年度事業評価について協議、承認 

第２３回 令和３年２月１日～２月１０日書面協議 （令和２年度 第３回） 

・生活交通確保維持改善計画（令和３年～令和５年）の変更について協議、承認 

21．利用者等の意見の反映状況 

塩尻市地域公共交通会議の構成員に、住民または利用者代表として「塩尻市友愛クラブ(老

人クラブ)連合会」「市内及び経路内１１地区の区長」等の代表者に委嘱をしている。 

また、地区懇談会や社内アンケート調査等により意見を収集し、塩尻市地域公共交通会議

において検討、反映している。 

22．協議会メンバーの構成員 

関係都道府県 
長野県企画振興部交通政策課 

松本地域振興局企画振興課 

関係市区町村 
松本市建設部維持課 

辰野町建設水道課 

交通事業者・交通

施設管理者等 

アルピコタクシー(株)、大新東株式会社、塩尻地区タクシー協議会、長

野県バス協会、東日本旅客鉄道(株)、長野国道事務所、飯田国道事務所

木曽維持出張所、長野県松本建設事務所、長野県塩尻警察署 

運輸局及び地方運

輸局 
北陸信越運輸局、長野運輸支局 

その他協議会が必

要と認める者 

塩尻市友愛クラブ連合会、市内各地区区長会長 (全１０地区) 

辰野町小野区長、アルピコ交通(株)、辰野タクシー(株)、信州アルピコ

タクシー労働組合、学識経験者、塩尻市ＰＴＡ連合会、塩尻市社会福祉

協議会、塩尻商工会議所、塩尻市観光協会 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

（住 所）長野県塩尻市大門七番町３番３号    

（所 属）塩尻市建設事業部都市計画課計画係 

（氏 名）太田 貴也              

（電 話）0263-52-0280 (内線 1242)      

（e-mail）toshi@city.shiojiri.lg.jp            

-7-



第４号議案 
地域振興バスのダイヤ改正及び経路見直し方針（案）について 
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資料No.４ 



1 

 利用者ニーズの多様化や道路事情、鉄道路線網等の変化に対応するため、
塩尻市では概ね3〜4年に1回の頻度で地域振興バス全路線のダイヤ改正
及び経路の見直しを行なっています 

 本日はそのダイヤ改正及び経路の見直しにあたって実施する調査、      
スケジュール、基本方針等について事務局案を取りまとめましたので、    
ご意見を伺うものです 

ダイヤ及び経路見直しの背景・ポイント 

 前回の見直しは平成30年4月に実施し、その後地元要望等を背景として軽微
な見直しを実施してきましたが、前回のダイヤ改正から3年以上を経過してい
ることから、令和4年4月に全路線を対象としたダイヤ改正及び経路の  見直
しを実施することとしました 

 ダイヤ及び経路の要望等がございましたらご意見を伺いたいと存じますで、 
どうぞよろしくお願いします 

 なお、本件については、既存のダイヤ及び経路をベースとしつつ、地域公共交
通計画に記載する方針や利用者要望を背景として見直しを行うものです 
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検討に向けた考え方 

新ダイヤ・経路の検討に当たっては地域公共交通計画に掲げる方針を基本としつつ、 

加えて以下４つの調査により可視化した課題を反映し検討を進めることといたします 

乗降拠点 

調査 

アンケート 

調査 

住民意見 

交換会 

運転手 

ヒアリング 

令
和
３
年
度
実
施
す
る
調
査 

実
施
済
み
項
目 

ダイヤ・経路 

の作成 
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令和3年ダイヤ改正に係るスケジュール（案） 

経路の見直し・ダイヤ改正に係るスケジュールは以下のとおり予定しています 

月 4月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

塩尻市 

地域住民 

庁内会議 

地域公共 

交通会議 

広報活動 

国交省 

経路及び 
ダイヤ改正方針（案）の 

作成 

意見回答 

政調 
プロ 

庁
議 

新 

経
路
・
ダ
イ
ヤ
で
の
運
行 

路線許認可申請 

経路
ダイヤ
改正
方針 

経路・ダイヤ改正案修正 

意見回答依頼（広報、SNS、HP） 

改正案に対し適宜レビュー 

第2回 
協議 

第1回 
協議 

ステップ1 ステップ2 ステップ3 

経路・
ダイヤ
改正案 
作成 

停留所乗降調査 
アンケート調査 
事業者ヒアリング 

住民意見 
交換会 
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広報特集 
HP公表 
時刻表全戸配布 

議員全員協議会 

第3回 
協議 



4 

取り組み施策しー１に掲げる効率的なバス路線ダイヤ、経路の見直しに掲げる内容を
考慮し、令和４年度に向けたダイヤ改正及び経路の見直しを実施します 

地域公共交通計画に係るダイヤ改正及び経路の見直し方針 
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地域公共交通計画に係るダイヤ改正及び経路の見直し方針 

交通計画に掲げる基本的な路線別の見直し方向性及び他の交通モードのおける改善の
方向性については以下のとおりです 
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地域振興バス乗降拠点調査について 

地域振興バス利用者の動線を把握するための最重要調査として乗降拠点調査を実施し、
主に高頻度利用区間、低頻度利用区間を可視化することで見直し必要箇所を抽出します 

調査 調査詳細 

実施方法 

調査名 

 地域振興バス乗降拠点調査 
  （OD調査） 

実施目的 

 利用者の乗降拠点を把握し、路線ごとの移動実態及び 
  バス停の利用頻度を可視化する 

活用イメージ 

 高頻度利用区間は速達便の際などハブ拠点としての活用検討 
 低頻度利用区間はダイヤ、経路見直し等 

 全１０路線、全便を対象として利用者の乗降場所を調査 
 平日便で実施するものとし、市職員が全路線、全便に乗車する 
 集計表を乗客に配布し、乗車バス停、降車バス停を記入してい
ただき、降車時に回収する 

 状況に応じて直接ヒアリングを実施し、回答率の向上に努める。 
 利用率が高い便については、２人１組で乗車する 
 ２人１組で実施する場合は、乗車時の集計表配布係、降車時の
集計表回収係に分かれて実施する 

 乗車率が低い便については、状況に応じてアンケート調査を並
行して実施する 

調査表（案） 

乗車バス停及び降車バス停を利用者
に○をしていただく 

集計結果イメージ 

降車 

乗
車 

 使われている区間が可視化 対象者 

 地域振興バス全利用者 
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地域振興バスアンケート調査について 

既存ダイヤにおけるバス停位置、系統別の運行経路、ダイヤ等の改善要望を把握するた
めアンケート調査を並行して実施します 

調査 

調査名 

活用イメージ 

 地域振興バスアンケート調査 

実施目的 

 
 

 利用者意見の把握 
 （利用頻度、バス停、運行経路、ダイヤ等の改善点など） 

 バス停の改善検討（位置の変更、新規追加等） 
 運行経路の再編、速達便の導入区間、フリー降車制度の検討 
 ダイヤの改善（所用時間の精査、不便な区間の見直し） 
 他の交通モードとの連携（鉄道、スクールバス、観光バスなど） 

実施方法 

 バス車内及び各支所にアンケートボックス及びアンケート用紙を 
  設置し、利用者に回答をしていただく 
 乗降拠点調査の際、利用率が低く、ヒアリングが可能な場合は 
  直接ヒアリングを行い回答率の向上に努める 
 

対象者 

 地域振興バス利用者 
 特にバス以外に移動手段を持たない方、買い物や通院等に活用
しているヘビーユーザー 

  →上記ユーザーについては、バスドライバーや民生児童委員、 
    区長等にヒアリングを行い、可能な限り紹介をしていただく 

回答者フォローのため 

裏面に回答例を添付 
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運転手ヒアリング、住民意見交換会について 

運転手ヒアリングについては現場レベルでの課題感を把握するためドライバーを対象とし
て実施、意見交換会についてはダイヤ改正及び経路変更（案）の照会を地域に実施する 

住民意見交換会 運転手ヒアリング 

対象者 対象者 

目的 

想定質問項目・実施方法 

目的 

想定質問項目 

 上記２社の 
  地域振興バスドライバー 

 
 現行ダイヤ及び経路における現場レベルでの課題や 
  見直し要望を把握する 
 特にヘビーユーザー目線での利用状況や要望を把握する 

 現行のダイヤにおいて、バス停間の所用時間や発着時
刻について見直しを行う必要がある区間はあるか 

 運行経路について、利用者が少ない、あるいは利用者が
非常に多く改善が必要な経路はあるか 

 利用者要望（特にヘビーユーザー意見）によって、見直し
を求められているダイヤ・区間はあるか 

 フリー降車制度の導入にあたり、交通需要及び交通安全
上導入可能なエリアの選定 

 ダイヤ改正方針について 
 （検討内容及びスケジュールの共有） 
 ダイヤ改正案に係る意見照会 
 追加要望調査、その他地域公共交通に係る全般の課題
についてディスカッション 

 参加者が大勢いる場合は利用者と非利用者を分けて
ワークショップ形式で実施することを検討 

 最後にそれぞれのセグメントの意見を照らし合わせ 
    見直しの方向性を整理する 

 作成したダイヤ改正（案）について地域にお示しし、追加
要望や修正要望を伺う 

 上記に加えて、地域公共交通の全般に係る要望調査を
実施する 

 大幅な変更を伴う路線が
該当する地域 

 開催地区の自治会役員、
民生児童委員 

 ヘビーユーザー 
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AI活用型オンデマンドバス『のるーと』の有償運行計画（案）について 
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1999 
塩尻市初の市営
バスの試験運行
を開始。当初は
４路線で運行し、
７路線まで順次
路線を追加 

2001 
試験運行の利用
状況等検討したう
えで本格運行を
開始 

楢川村吸収合併
に伴い、楢川村 
地域振興バスを
塩尻市に移管 

2005 
中心市街地循環
線の試行運行開
始 

2006 
塩尻北部線 、
勝弦線の試行
運行開始。また、
その他路線の
見直しを実施 

2007 
片丘線や楢川線、
東山線、北小野
線などルート変更
を実施 

2018 
運行開始以降、 
3年毎のダイヤ
改正を重ねなが
ら、10路線で 
市内を網羅的に
運行 

～現在 
【概要】 
■運行形態 
旧塩尻市内：アルピコタクシー(株) 9路線 
旧楢川村 ：大新東(株) 1路線 
■料金体系 
１乗車 100円 

取り組みの背景 
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取り組みの背景 

地域振興バス利用者数の減少と委託料の増加   

       ：民間バス路線の撤退により、塩尻市のコミュニティバス「すてっぷくん」は平成１１年から 
    運行を開始し、当初６系統であった運行路線は、その後の市街地の進展や旧楢川村との合併、 
    さらに利用者ニーズへの対応等を背景として、現在の１０系統まで運行路線を拡大した。    
    利用者数は、運行開始時より順調に増加傾向で推移してきたが、平成２０年をピークに減少に 
    転じ、令和２年度の利用者数はピーク時から約４２％減少した約9万7千人となっており、今    
    後も更なる減少傾向が予測される。   

      ：利用者の減少傾向が続くなか、地域振興バスの運行委託料は年々増加しており、利用者増加に  
    向けた取り組みや運賃増額等の抜本的な検討が急務となっている。 
            また、１０校・８路線を対象にスクールバスも運行しており、コミュニティバスとの併用など 
    効率的な運行形態に転換する必要性も高まっている。 

ピーク時から 

約7万人減 

委託料は増加 

現状 

課題 

地域振興バス 利用者数と委託料の推移 
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高齢化・
人口減少
の進展 

公共交通
利用者の

減少 

運行経費
の増加 

路線数・
便数の 
減少 

利用ニー
ズとの    

ミスマッチ 

◉オンデマンド導入による有効性向上  
 オンデマバスを導入し、公共交通への投資を

同等以下とすることを実証。 
 運行路線・エリアの再編により、個々の移動

ニーズへの対応やサービス及び利便性の向上
を図り、利用者・収益の増加につなげる。 

●観光・商業等との異業種連携の促進 
 

 オンデマバスを市民の足のみならず、観光や
商業と接続させることで、その他の間接的な
効果拡大も狙う。 

◉不足するドライバー資源の確保 
 

 自動運転の導入や、普通第二種運転免許で運
転可能な車両へのダウンサイジング（バス ⇒ 
ワゴン車等）により、交通事業者のドライ
バー不足を補う。 

●収集データの新たな活用 
 

 自動運転やオンデマバスで得られるデータを
都市交通政策形成やビジネス化に発展させる。 

課題解決に向けた新たな取組み 現状 

負のスパイラル 

これまでにもダイヤ改正や路線の再編等を
実施してきたが、抜本的な改善には至らず、
今後、さらに悪化することが想定される。 

取り組みの背景 
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ミーティングポイント 
（乗降拠点） 

× 
71ヶ所 

運行時間 
平日：7:00-20:00 
土日：9:00-18:00 

アンケート配布 

約10,000世帯 

実証運行期間 
2020.11 
１ヶ月間 

運賃：無料 

対象エリア住民 

約20,000人 

昨年実施した無償実証運行の結果について 
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昨年実施した無償実証運行の結果について 
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１日あたりの平均乗車人員約８０人 
（地域振興バス 中心市街地循環線 平均乗車人員約１８人） 

待ち時間約１２分 
 地域振興バス【中心市街地循環線】が１日６本運行 
 （２〜３時間間隔で運行）と比較すると大幅な効率化と利便性の向上 
 
アプリ予約約８５％と高水準を推移 
 高齢者のスマホ保有率が高まっていることが予想される一方で、 
  スマホを持たない真の利用者への周知を検証する必要性はあり 

昨年実施した無償実証運行の結果について 

電話予約 アプリ予約 
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昨年実施した無償実証運行のアンケート結果について 
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昨年実施した無償実証運行のアンケート結果について 
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塩尻市地域公共交通計画への位置付け 
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運行事業者 

アルピコタクシー株式会社 

運行の態様 

道路運送法第４条 一般旅客自動車運送事業 
区域運行→根拠法令（道路運送法施行規則第３条の３） 

運行区域 

 塩尻市大門地区、高出地区、宗賀の一部 
 エリア外信濃ワイン及び塩尻協立病院 
  詳細右図のとおり 

運行方法 

予約のあるミーティングポイント間を効率的に運行 

運行経路 

予約に基づきAIシステムが自動生成した経路を運行 

予約受付時間 

 平日 ７：００〜２０：００ 
 土曜日 ９：００〜２０：００ 
 日曜・祝日 ９：００〜１８：００ 
（上記運行時間内に運送可能な予約のみＡＩ判定により受付） 
 運休日 １２月３０日〜１月３日 
 運行間隔 MP間の移動１５分を１便と仮定し、 
  １時間あたり４便（台あたり）３台運行で１２便 

令和3年度有償運行計画（案）について 

予約方法 

 のるーとアプリによる予約又は電話予約 
 TEL：０２６３−５０ー８６６８ 電話受付時間 ８：００〜１７：００ 

利用種別 

運行区域内であればどこでも移動可能 

信濃ワイン 

塩尻協立病院 

運行期間 令和3年10月1日～令和4年3月31日 
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令和3年度有償運行計画（案）について （価格設定） 

区分  塩尻市  福岡アイランドシティ 参考 

大人  200円 
• アイランドシティ内200円 

• アイランドシティ-イオンモール香椎浜300円  

• アイランドシティ-御幸町/千早駅400円  

小児 

 (小学生※6歳以上12歳未満)  
100円 大人の半額  

幼児  

(未就学児※1歳以上6歳未満)  
無料 同伴者1名につき2名まで無料  

幼児  

(未就学児※1歳以上6歳未満)  
無料 3人目から小児運賃  

乳児  無料 無料  

障がい者  100円 大人の半額  
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令和3年度有償運行計画（案）について （価格設定） 

昨年実施したアンケート調査結果で理想価格は１６６円であったため基本運賃を２００円で設定し、 
将来的な各種割引施策の導入により実費を１７０円程度にすることを提案したい 
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令和3年度有償運行計画（案）について （価格設定） 

輸送人員多 輸送人員少 

市街地 農山村 

                    

                    

100円 200円 300円 400円 500円 

すてっぷ
くん 

県内他市 

オンデマ 

輸送量 

運行エリア 

のるーと 

県内他市 

路線バス 

他市オンデマよりは安く、他市路線バスと同水準 

バス 

オンデマ 
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令和3年度有償運行計画（案）について （割引設定） 

割引施策 福岡県アイランドシティ＆壱岐南&宗像 参考  

共通紙定期券（宗像） ¥9,000で1ヶ月間乗り放題 

多頻度割引クーポン（IC/壱岐南） ¥3,000利用毎に¥300分のクーポンを発行 

乗り継ぎ割引クーポン（IC/壱岐南） nimocaにて西鉄バスと「のるーと」を乗り継いだ場合50pt付与 

eチケット（IC/壱岐南） ¥5,000のプリペイドチケット事前購入で、5,600分乗車可能 

e定期（IC） ¥16,200で1ヶ月間乗り放題のチケット 

買い物時付与回数券（壱岐南） 「このはモール」で2,000円以上お買い上げの場合200円の回数券付与 

福岡トヨタとタイアップ（壱岐南） トヨタ次郎丸店に行けば、帰りの乗車券を付与 

自治会購入（壱岐南） 自治会がまとめて購入後、150円/枚で住民に提供 

ワンデー型チケット なし 

割引施策 塩尻市 「のるーと」 

初回クーポン 初回利用時に¥400分クーポンを発行 令和3年10月1日〜予定 

回数券（1,000円で100円券１１枚綴り） 地域振興バス回数券の併用 令和3年10月1日〜予定 

自主返納支援事業 免許返納時に3,300円分の乗車券を交付 オンデマ継続運行の場合検討  

実
施
主
体
は
民
間
事
業
者 
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   または 

 

   

    

 

1 

※一部、バス停を併用している 
「のりば」があります。 

サインタワー 

路面貼付けシート 

「のりば」は 

これが目印！ 

1 

2 

3 

4 
5 

6 

7 

8 
9 

10 

11 

12 

13 

14 15 

16 

17 

18 19 

20 

21 

22 

23 
24 

25 

26 

27 

28 

29 
33 

30 

2 

    広丘高出エリア 

    広丘郷原エリア 

31 
32 

※ : バス停併用 

令和3年度有償運行計画（案）について （乗降拠点） 
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   または 

 

   

    

 
※一部、バス停を併用している 
「のりば」があります。 

サインタワー 

路面貼付けシート 

「のりば」は 

これが目印！ 

1 2 

3 

4 5 

6 

1 

2 

3 

4 
5 

6 

7 

8 

9 

塩尻駅 
塩尻市役所 

中南信運転免許センター 

1 

1 

8 

9 

7 

10 

11 
12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 19 

20 21 

22 

23 

10 

11 

12 

    桔梗ケ原エリア 

    大門エリア 

    塩尻東エリア 

    洗馬エリア 

24 

※ : バス停併用 

令和3年度有償運行計画（案）について （乗降拠点） 
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①「どこに行きますか？」をタップ ②出発地と目的地を選択 ③赤枠出発地点を確認し、地図を動かして調整 

出発地 

目的地 

④「出発地点を確定する」をタップ 

⑤乗車人数を確認し、次に進む 

次に進む 

⑥「配車を確定する」をタップ ⑦乗車予約の完了、確認 ⑧予約情報は画面を上にスワイプして確認 

令和3年度有償運行計画（案）について（アプリケーションの使い方） 
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運行車両 

車両台数  ３台＋予備車両１台 
使用車両  トヨタハイエース  

• オートステップ 
• 手すり付き 

令和3年度有償運行計画（案）について （運行車両） 
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今後のスケジュール 

令和3年度有償運行計画（案）について  

月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

交通会議 

各種準備 

広報活動 

各種調査 

オンデマ 

 

振興バス 

第3回 
協議 

国交相に認可手続き 

オンデマ有償実証運行 

                   地域振興バスの運行 

最終決定 

適
切
な
運
行
方
法
を
導
入 

住民説明会 

 乗車呼びかけ 
 使い方レク 

 実証運行結果の共有 
 利用者要望聞き取り 
 住民選択アンケート 

利用者による乗車比較 

街宣PR活動、SNS発信、PR映像配信 

乗降拠点の設置 
ドライバー研修 

 OD調査 
 アンケート調査 
 運転手ヒアリング 
 ヘビーユーザー規模特定 

広報掲載 
地区回覧 

第1回 
協議 

 振興バス、オンデマ乗車比較調査 
 ヘビーユーザーへのヒアリング 
 ライドデータ調査 

住民説明会 

第2回 
協議 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://www.silhouette-illust.com/illust/24863&psig=AOvVaw2Kj-VLM0E91pV-wgdqKebU&ust=1615415217427000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCLDG6OOgpO8CFQAAAAAdAAAAABAI


20 

今後のオンデマンドバス実証運行の予定 

実証運行エリア 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 

中心市街地循環線 実証運行 住民選択の結果 

適切なモードで運行 

塩尻東線/みどり湖・東山線 実証運行 住民選択の結果 

適切なモードで運行 

広丘駅循環線/塩尻北部線 実証運行 住民選択の結果 

適切なモードで運行 

片丘線 実証運行 住民選択の結果 

適切なモードで運行 

 市街地ゾーンで年次ごと実証運行エリアを拡大し、ヘビーユーザーに地域振興バスと 
  オンデマンドバスの乗車比較をしていただき、どちらのサービスが良いかを聞き取ります 
 その結果を踏まえ適切な交通モードでの運行を検討します 

住民選択 

© 2021 Shiojiri City / 建設事業部都市計画課                                                             

 アンケート、住民説明会
で利用者意見を把握 


